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１．はじめに 

近年、あらゆる分野で DX（デジタルトランス

フォーメーション）の推進が求められています。

DX とは、デジタル技術を活用してビジネスモ

デルや業務を変革することを意味します。 

DX が注目されるようになったきっかけの 1

つが、経済産業省の DXレポート（2018年）で

言及された「2025年の崖」というキーワードで

す。既存の老朽化したシステムは、ブラックボ

ックス化が進み、IT人材不足により保守の担い

手が不在となるため、DX化が進まなければ、シ

ステムの保守や障害対応などで、2025年以降大

きな経済損失を生じるというものです。 

２．ローコード開発の概要 

 「2025年の崖」を克服し、DX化を進める技

術として注目されているものの 1 つがローコー

ド（LowCode）開発です。ローコードとは、必

要最小限のソースコードの記述という意味で、

ローコード開発では、主にビジュアルモデリン

グにより予め用意されたプログラム部品を組み

合わせて、システム開発を行います（図１）。そ

のため、ローコード開発では、プログラマー以

外の担当者も開発可能になります。 

一般的に業務システムは、データの作成・表

示・検索・更新・削除のような定型的な基本操

作機能だけであることが多いため、ローコード

開発に向いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローコード開発用のソフトウェア（ローコー

ド開発ツール）は、クラウド上の開発環境とし

て提供されるため開発環境の構築が不要で、運

用もすぐにクラウド上でできるものが多く、ロ

ーコード開発プラットフォームとも呼ばれます。 

具体的なローコード開発プラットフォームと

して、マイクロソフト社の Power Apps、サイボ

ウズ社の kintone、アウトシステムズ社の

OutSystemsなどがあります。 

３．ローコード開発の利点と注意点 

ローコード開発による利点として、部品の再

利用を進められるため、開発期間の短縮、品質

の向上、高い保守性につながることなどが挙げ

られます。 

Webアプリを最初から開発するには、データ

ベースやWebサーバと連携する必要があり、高

度な知識が必要となりますが、多くのローコー

ド開発ツールでは、それらを意識することなく

開発を進めることができます。 

また、スマートフォンなど複数のデバイス、

OSに対応するのは手間がかかりますが、ローコ

ード開発ツールはモバイルアプリ対応のものも

多く、短期間での開発を可能にします。 

ローコード開発によりプログラミングの負担

は減りますが、システムでどのようなことを実

現したいか明確にする業務分析・設計は必要で

す。また、データモデリング（データベース設

計）がしっかりしていないと、不適切なデータ

構造で後々扱いにくいシステムとなってしまう

ので、注意が必要です。 

４．おわりに 

 DXに関する取組みとして、産業技術センター

では2021年11月に「DX実現のためのオープン

ソースソフトウェア活用支援セミナー」を開催

しました。セミナーでは、DXの概要とDX実現

のための各種OSS（オープンソースソフトウェ

ア）が紹介され、OSSのローコード開発プラッ

トフォームであるプリザンターがデモ紹介され

ました。 

当センターでは、DXを実現するための技術要

素であるIoTやAIに関するセミナーや講習会も

開催しております。ぜひご利用ください。 

 

産業技術センター 総合技術支援・人材育成室 依田康宏 (0566-24-1841) 

担当分野   ： 総合的な技術相談、情報工学 

DX とローコード開発について 

図１ ローコード開発のイメージ 
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